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問　題

　多汗症は、日常生活に支障をきたすほどの過剰な
発汗を主症状とする、汗に関する代表的な疾患の一
つである。その有病率は約５％程度であり、他の疾
患に合併して生じる続発性と、特に原因のない原発
性の多汗症とに分類される（藤本・横関・片山・金田・
室田・田村・菅野・吉岡・玉田・四宮・岩瀬・犬飼，
2015）。多汗症の発症そのものは自律神経を主とす
る生物的要因に起因するが、症状の増悪には精神的

緊張などの心理的要因も関与している。その反対に、
症状の苦痛が不安や緊張、抑うつなどの心理的問題
を生じさせることもある。特に、患者本人の「恥ず
かしい」という思いは対人関係や社会生活における
不安や回避行動に影響を及ぼし、社交不安やひきこ
もりなどの問題にも発展することが指摘されている

（藤本他，2015）。これらの心理的問題が多汗症によっ
て生じるという関係は、治療における症状改善に伴っ
て問題が軽減、解消することでも示されている（田中・
佐 藤・横 関，2007 ; Weber，Heger，Sinkgraven，
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Heckmann，Elsner & Rzany，2005 ; Naumann & 
Lowe，2002 ; 濱生・青木・清水・内田，2000）。
　また、多汗症の発症平均年齢は10歳代と早期で
あるものの、その受診率は約６％程度と疾患とし
ての認識が低く、治療法も未確立である（藤本他，
2015）ため、長期にわたり症状を抱え続ける人も多い。
したがって、先に述べた心理的要因は多汗症患者の
生活に大きく関与すると推察されるが、それらの心
理的要因に関する研究は多くはない。
　その中で山極・藤後（2022）は、大学生を対象と
して、汗の問題に関する意識について調査を行って
いる。調査では、自分自身の汗の量の認識、汗を気
にする程度や汗への対処方法、汗に関する記憶エ
ピソードを取り上げ、同時に、汗のイメージとの関
連も検討している。その結果、約９割の大学生が自
分自身の汗を気にしていること、その中には汗によ
る困り感や恥ずかしさを抱えている者がいることや、
過去に自身の汗についての他者の言動によって、嫌
な思いや恥ずかしい思いをしたなどのネガティブな
経験を持つ者がいることを明らかにしている。また、
自分自身の汗を気にする人ほど、汗に対する尊厳と
評価のイメージが低いことも明らかにしている。こ
れらの結果は、汗を気にする大学生が持つネガティ
ブなイメージには、過去の他者の存在や理解が大き
く影響することを示唆している。ただし、このような
過去のネガティブな経験や他者の影響は、山極・藤
後（2022）の対象が大学生であり、想起された記憶
エピソードが中学生から大学生における経験であっ
た点は考慮すべきであろう。これらの年代、すなわ
ち思春期・青年期は、心理発達的に自己意識が高ま
り、人目が気になる時期である。したがって山極・
藤後（2022）で示された、汗に関する意識や過去の
ネガティブな経験との関連は、「大学生」という特定
の年代の特徴である可能性もある。
　先に述べたとおり多汗症や汗の問題は経過が長
い疾患や問題であることから、それらを理解するた
めには広い年代の人々を対象とした検討が必要であ
る。そこで本研究では、若年層から高齢層の広い年

代を対象として、汗の問題を抱える人々の意識と実
態について検討することを目的とした。検討にあたっ
ては、多汗症が疾患としての認知度が低いことをふ
まえ、広く「汗の問題」として扱うこととした。

方　法

対象者
　調査は、「汗が気になってたまらない」の質問に
対して「そう思う」と回答した200名、それ以外の「少
しそう思う」、「あまり思わない」、「そう思わない」に
回答した200名の合計400名を対象として実施した。
また年代別の特徴を検討するために、20代100名、
30代100名、40代100名、50代以上100名（50代61
名・60代29名・70代９名・80代１名）と割り付け
た。性別は男性232名（58.0％）、女性168名（42.0％）
であり、男性の平均年齢は41.2歳（SD＝13.54）、女
性の平均年齢は40.7歳（SD＝12.32）であった。
　この調査対象者のうち、汗の問題を抱える人々の
意識と実態を調べることを目的とした本研究では、
先述の「汗が気になってたまらない」の質問に対し
て「そう思う」と回答した200名を分析対象とした。
分析対象者の性別は男性115名（57.5％）、女性85
名（42.5％）であった。年代は、20代・30代・40代・
50代以上（50代36名・60代12名・70代２名）のい
ずれも50名であり、男性の平均年齢は40.6歳（SD
＝12.84）、女性の平均年齢は40.8歳（SD＝11.19）
であった。
調査期間
　2022年２月に実施した。
調査内容

（１）フェイスシート
　性別・年齢について回答を求めた。

（２）汗のイメージ
　山極・藤後（2022）で抽出された17の形容詞対
について、SD法による７件法（非常に・かなり・や
や・どちらともいえない・やや・かなり・非常に）で
評定を求めた。
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（３）汗に関するネガティブな経験
　山極・藤後（2022）および予備調査をもとに、汗
に関するネガティブな経験の場面から５場面を抽出
し、場面ごとに「自分自身が困った経験」と「他者
の反応で嫌な思いをした経験」との２つの経験内容
を設定した。５場面×２経験内容の合計10項目の経
験頻度について、「ない（１点）」、「あまりない（２点）」、

「少しある（３点）」、「ある（４点）」の４件法で回答
を求めた。

（４）不安・回避行動
　汗の問題による影響として、ひきこもりや社交不
安といった心理的問題に発展することも指摘されて
いる（藤本他，2015）、不安および回避行動につい
て検討した。調査では、不安・回避行動が生じやす
い場面として、予備調査および、朝倉（2015）によ
る社交状況場面、行為場面における不安と回避行動
を参考に、９場面を設定した。各場面における不安
を感じる程度/回避行動をとる頻度について、「不安
でない／回避行動をとらない（１点）」、「あまり不安
でない／回避行動をあまりとらない（２点）」、「どち
らともいえない（３点）」、「少し不安である／回避行
動を少しとる（４点）」、「不安である／回避行動をと
る（５点）」の５件法で回答を求めた。

（５）汗を理由とした将来への不安
　予備調査をもとに抽出した、汗を理由とした将来
への不安の10項目について、不安を感じている項目
をすべて選択するよう回答を求めた。設定した項目
以外に不安がある場合には、自由記述での回答を求
めた。
調査手続き
　楽天インサイト株式会社に委託して実施した。
分析方法
　HAD（清水，2016）を用いて分析を行った。
倫理的配慮
　本研究は東京未来大学の研究倫理委員会の承認
を得た（21-032）。オンライン調査の説明文には、自
由意思であること、匿名性が確保されていること、
学術的な利用を行うことが記されており、同意した
者のみ回答した。

結　果

汗のイメージ
　汗のイメージの17項目について因子分析（最尤法、
プロマックス回転）を行った結果、２因子が抽出さ
れた。回転前の固有値は、第１因子が8.50、第２因
子が2.86であった。表１に抽出された２因子および

表１　汗のイメージの因子分析結果
No. 項目 因子１ 因子２ 共通性
７ 　安定な　－　不安定な 0.87 -0.07 0.77
２ 　名誉な　－　恥辱的な 0.87 -0.14 0.79
９ 良い　－　悪い 0.86 -0.02 0.75
10 楽観的な　－　楽観的な 0.86 0.10 0.73
11 　完全な　－　不完全な 0.86 0.15 0.73
13 成功した　－　失敗した 0.85 -0.08 0.75
６ 上品な　－　下品な 0.84 0.00 0.71
13 ありがたい　－　うらめしい 0.83 0.06 0.69
12 タイミングの良い　－　タイミングの悪い 0.83 -0.01 0.69
４ 美しい　－　醜い　 0.83 -0.10 0.71
１ 　賢い　－　愚かな 0.82 0.05 0.67
８ 　健全な　－　不健全な 0.82 0.09 0.66
17 湿った　－　乾いた -0.19 0.83 0.76
15 敏感な　－　鈍感な 0.06 0.81 0.64
14 　興奮した　－　落ち着いた 0.17 0.77 0.60
16 　熱い　－　冷たい 0.06 0.72 0.52
５ 窮屈な　－　自由な -0.07 0.68 0.47

因子間相関　　　　　　　　　　因子２ -0.10
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回転後の因子負荷量、共通性を示す。
　第１因子は、安定な（不安定な）、名誉な（恥辱
的な）、良い（悪い）のように、汗の価値に対する評
価を表す因子であると解釈され、「評価因子」と名
付けられた。第２因子は、湿った（乾いた）、敏感な

（鈍感な）、興奮した（落ち着いた）のように、汗の
活動性や動的側面を表す因子であると解釈され、「活
動因子」と名付けられた。
汗に関するネガティブな経験
　汗に関するネガティブな経験について、「自分自身
が困った経験」（困った経験合計）と「他者の反応
で嫌な思いをした経験」（他者の反応合計）との経
験内容ごとに、５場面の合計得点をそれぞれ算出し
た。これらの合計得点および各質問項目の得点につ
いて、性別（男性・女性）×年代（20代・30代・40
代・50代以上）の２要因分散分析を行った。各条件
の平均値および分散分析結果を表２に示す。

　合計得点について、困った経験合計得点では年
代の主効果が有意であり（F（3,192）=3.91, p<.01, 偏
η2=.06）、多重比較を行ったところ、20代・30代の
得点が50代以上に比べて高かった（t（192）=2.89 ; t

（192）=3.02, ともにp<.05）。一方で、他者の反応合計
得点では性別の主効果が有意であり（F（1,192）=7.97, 
p<.01, 偏η2=.04）、多重比較を行ったところ、男性の
得点が女性に比べて高かった（t（192）=2.82, p<.01）。
　各質問項目については、性別の主効果は「衣
服の汚れ」と「におい」場面で「自分自身が困っ
た経験」および、「人に物を渡す」場面で「他者
の反応で嫌な思いをした経験」において有意で
あ っ た（F（1,192）=9.45, p<.01, 偏 η2=.05 ; F（1,192）

=10.47, p<.01, 偏η2=.05 ; F（1,192）=11.50, p<.01, 偏
η2=.06）。多重比較を行ったところ、「衣服の汚れ」
と「におい」場面で「自分自身が困った経験」では、
女性の得点が男性に比べて高く（t（192）=3.07 ; t（192）

表２　汗に関するネガティブな経験の各条件の平均値と分散分析結果
男性 女性 分散分析結果（p値）

20代 30代 40代 50代
以上 20代 30代 40代 50代

以上 主効果 交互
作用N=33 N=29 N=23 N=30 N=17 N=21 N=27 N=20 性別 年代

困った経験合計 14.18
（3.58）

13.41
（2.73）

13.87
（3.24）

11.83
（3.56）

14.06
（2.59）

14.90
（2.36）

13.30
（2.51）

12.85
（2.08） .29 .01* .28

他者の反応合計 13.15
（3.91）

12.86
（3.28）

11.87
（3.72）

10.57
（3.84）

11.06
（3.60）

10.67
（3.18）

10.41
（3.95）

10.45
（2.68） .01* .15 .47

自
分
自
身
が
困
っ
た
経
験

他者接触 2.82
（0.98）

2.72
（0.80）

2.65
（1.07）

2.33
（0.92）

2.94
（0.83）

3.24
（0.62）

2.26
（0.76）

2.30
（0.73） .67 .00** .08+

衣服の汚れ 3.12
（0.86）

3.00
（0.76）

3.26
（0.69）

2.97
（1.00）

3.29
（0.85）

3.71
（0.46）

3.63
（0.63）

3.15
（1.04） .00** .10 .32

におい 3.00
（1.03）

3.03
（0.73）

3.13
（0.87）

2.93
（0.91）

3.47
（0.62）

3.48
（0.81）

3.56
（0.64）

3.15
（0.81） .00** .33 .87

人に物を渡す 2.58
（1.06）

2.48
（0.99）

2.65
（0.88）

1.90
（0.88）

2.35
（1.06）

2.43
（1.16）

2.11
（0.97）

1.70
（0.66） .07+ .00** .65

液晶画面操作 2.67
（1.16）

2.17
（1.10）

2.17
（0.98）

1.70
（1.02）

2.00
（0.79）

2.05
（1.07）

1.74
（0.94）

2.55
（1.05） .53 .38 .00**

他
者
の
反
応
で

嫌
な
思
い
を
し
た
経
験

他者接触 2.64
（0.93）

2.69
（0.71）

2.48
（0.85）

2.13
（0.97）

2.35
（0.93）

2.19
（0.87）

2.15
（0.99）

2.25
（0.97） .06+ .37 .39

衣服の汚れ 2.85
（0.94）

2.83
（0.80）

62.65
（0.78）

2.43
（1.04）

2.35
（0.93）

2.57
（1.08）

2.44
（1.01）

2.35
（0.88） .06+ .44 .76

におい 2.82
（1.01）

2.79
（0.86）

2.61
（0.94）

2.40
（0.93）

2.47
（1.01）

2.38
（1.02）

2.41
（1.12）

2.40
（1.05） .10 .66 .75

人に物を渡す 2.42
（1.03）

2.45
（1.02）

2.26
（0.92）

2.00
（0.95）

2.00
（1.00）

1.86
（0.79）

1.78
（0.85）

1.70
（0.57） .00** .23 .89

液晶画面操作 2.42
（1.09）

2.10
（1.08）

1.87
（0.87）

1.60
（0.93）

1.88
（1.05）

1.67
（0.80）

1.63
（0.88）

1.75
（0.64） .05+ .08+ .30

+p<.10, *p<.05, **p<.01
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=3.24, ともにp<.01）、「人に物を渡す」場面で「他
者の反応で嫌な思いをした経験」では、男性の得
点が女性に比べて高かった（t（192）=3.39, p<.01）。
　また、年代の主効果は「他者接触」と「人に物を
渡す」場面で「自分自身が困った経験」において有
意であった（F（3,192）=6.69, p<.01, 偏η2=.10 ; F

（3,192）=5.16, p<.01, 偏η2=.08）。多重比較を行った
ところ、「他者接触」場面で「自分自身が困った経験」
では、30代の得点が40代・50代以上に比べて高く（t

（192）=3.02, p<.05 ; t（192）=3.79, p<.01）、20代の
得点は50代以上に比べて高かった（t（192）=3.15, 
p<.01）。また、「人に物を渡す」場面で「自分自身が困っ
た経験」では、20代・30代・40代の得点が50代以
上に比べて高かった（t（192）=3.29, p<.01 ; t（192）
=3.32, p<.01 ; t（192）=2.96, p<.05）。
　また、「液晶画面操作」で「自分自身が困った経験」
においては交互作用が有意であった（F（3,192）=4.91, 
p<.01, 偏η2=.07；図１）。Holm法による単純主効
果の検定を行ったところ、男性において年代の効果
が有意であり（F（3,192）=4.57, p<.01, 偏η2=.11）、20

代の得点が50代以上よりも高かった（t（192）=3.70, 
p<.01）。また、20代と50代以上において性別の効
果が有意であり（F（1,192）=4.64, p<.05, 偏η2=.09 ; F（1,192）

=8.07, p<.01, 偏η2=.14）、20代では男性の得点が女
性に比べて高く（t（192）=2.16, p<.05）、50代以上で
は女性の得点が男性に比べて高かった（t（192）=2.84, 
p<.01）。
不安・回避行動
　不安・回避行動の９項目の合計得点および各質問
項目の得点について、性別（男性・女性）×年代（20
代・30代・40代・50代以上）の２要因分散分析を

表３　不安・回避行動の各条件の平均値
男性 女性 分散分析結果（p値）

20代 30代 40代 50代
以上 20代 30代 40代 50代

以上 主効果 交互
作用N=33 N=29 N=23 N=30 N=17 N=21 N=27 N=20 性別 年代

不安・回避行動
合計得点

30.55
（6.87）

28.69
（8.36）

26.96
（9.98）

26.40
（9.68）

30.76
（9.34）

28.76
（5.84）

29.52
（7.00）

27.25
（6.47） .43 .15 .87

不
安
・
回
避
行
動
の
各
質
問
項
目

発表会  3.67
（1.02）

 3.34
（1.14）

 2.91
（1.44）

 3.20
（1.30）

 3.65
（1.27）

 3.76
（1.22）

 3.89
（1.12）

 3.45
（1.32） .02* .55 .24

選抜  3.61
（1.00）

 3.28
（1.16）

 3.22
（1.44）

 3.27
（1.44）

 3.82
（1.38）

 3.81
（1.17）

 3.96
（1.02）

 3.40
（1.23） .02* .50 .59

試験  3.36
（1.22）

 3.07
（1.19）

 2.74
（1.29）

 3.03
（1.45）

 3.24
（1.15）

 3.19
（1.21）

 3.30
（1.20）

 2.80
（1.15） .66 .49 .41

人に物を渡す  2.97
（1.21）

 2.83
（1.10）

 2.48
（1.27）

 2.57
（1.28）

 2.94
（1.39）

 1.90
（1.00）

 2.37
（1.21）

 2.10
（1.02） .03* .04* .24

人前での操作  2.91
（1.40）

 2.62
（1.29）

 2.43
（1.31）

 2.37
（1.19）

 2.88
（1.41）

 2.00
（1.18）

 2.48
（1.37）

 2.05
（1.15） .22 .06+ .57

身体接触  3.42
（1.17）

 3.24
（1.30）

 3.26
（1.42）

 2.67
（1.32）

 3.41
（1.54）

 3.29
（1.31）

 2.89
（1.25）

 3.15
（0.93） .85 .24 .44

人前での行動  3.21
（1.36）

 3.14
（1.25）

 2.78
（1.35）

 2.83
（1.26）

 3.41
（1.54）

 3.00
（1.38）

 3.00
（1.30）

 3.10
（0.91） .47 .43 .86

初めての交流  3.58
（1.23）

 3.38
（1.29）

 3.35
（1.40）

 3.17
（1.34）

 3.53
（1.37）

 3.57
（1.12）

 3.59
（1.25）

 3.00
（1.34） .76 .28 .84

暑い場所作業  3.82
（1.16）

 3.79
（1.32）

 3.78
（1.38）

 3.30
（1.47）

 3.88
（1.22）

 4.24
（0.94）

 4.04
（1.02）

 4.20
（1.11） .02* .75 .39

+p<.10 , *p<.05

図１　 液晶画面操作場面で自分自身が困った経験の
　　　　　　 各条件の平均値
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行った。各条件の平均値を表３に示す。
　合計得点については、性別および年代の主効果、
交互作用のいずれも有意ではなかった。
　各質問項目については、「発表会、試合やコンクー
ルなどに出場する」（表３；「発表会」）、「選抜やオー
ディションを受ける」（表３；「選抜」）、「人に物を渡
す」、「暑い場所で作業をする」（表３；「暑い場所作
業」）において性別の主効果が有意であった（F（1,192）

=5.28, p<.05, 偏η2=.03 ; F（1,192）=5.27, p<.05, 偏η2

=.03 ; F（1,192）=4.89, p<.05, 偏η2=.03 ; F（1,192）=5.51, 
p<.05, 偏η2=.03）。多重比較を行ったところ、「発表
会、試合やコンクールなどに出場する」、「選抜やオー
ディションを受ける」、「暑い場所で作業をする」で
は、女性の得点が男性に比べて高く（t（192）=2.30 ; t

（192）=2.30 ; t（192）=2.35, いずれもp<.05）、「人に物を
渡す」では男性の得点が女性に比べて高かった（t（192）

=2.21, p<.05）。
将来への不安
　汗を理由とした将来への不安について、「ある」
と回答した項目の合計数を算出し、性別（男性・女
性）×年代（20代・30代・40代・50代以上）の２
要因分散分析を行った。その結果、年代の主効果

のみ有意な傾向がみられた（F（3,192）=2.40, p<.10, 偏
η2=.04；図２）。性別の主効果および交互作用は有
意ではなかった。
　次に、各質問項目において「ある」と回答した人
の条件ごとの人数比率を算出した（図３）。図３のと
おり、「猛暑や酷暑等の気候変化」への不安につい
ては、いずれの性別、年代においても50％を超える
人数比率であった。
汗に関する過去の経験と現在の意識との関連
　汗に関する過去の経験と現在の意識との関連を検
討するために、過去の汗に関するネガティブな経験
と、現在の不安・回避行動、汗を理由とした将来へ
の不安、汗のイメージとの相関分析を行った（表４）。

図２　 汗を理由とした将来の不安合計数の
　　　　　　　各条件の平均値

図３　汗を理由とした将来への不安の各項目における条件ごとの人数比率
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　その結果、過去の汗に関する「自分自身が困った
経験」と「他者の反応で嫌な思いをした経験」のい
ずれのネガティブな経験とも、現在の不安・回避行
動（r=0.56 ; r=0.48, ともにp<.01）と将来への不安

（r=0.29 ; r=0.25, ともにp<.01）との間に有意な正の
相関がみられた。汗のイメージとの関連では、「自分
自身が困った経験」は汗の活動因子との間に有意な
正の相関がみられ（r=0.18, p<.05）、困った経験が多
い人ほど汗の活動的イメージが高かった。一方で、

「他者の反応で嫌な思いをした経験」は汗の評価因
子との間に弱い正の相関がみられ（r=0.14, p<.10）、
嫌な思いをした経験が多い人ほど汗の評価イメージ
が高い傾向であった。

考　察

　本研究では、汗の問題を抱える広い年代の人々を
対象として、汗および汗の問題に関する意識と実態
について検討することを目的とした。汗の問題につ
いては性別および年代による違い、過去の経験と現
在の不安や行動との関連を検討した。
汗のイメージ
　汗のイメージについては評価、活動の２因子が抽
出された。この因子構成は、尊厳、評価、活動の３
因子が抽出された山極・藤後（2022）とは異なるも
のであった。各因子を構成する質問項目をみると、
本研究で抽出された評価因子のうち、山極・藤後

（2022）では「賢い－愚かな」、「名誉な－屈辱的な」、
「成功した－失敗した」などの８項目が尊厳因子とし
て独立していることがわかった。このような因子構
成の違いは、本研究の研究対象が20代から70代の

広い年代の人々であった一方で、山極・藤後（2022）
では大学生のみであったという、研究対象者の違い
によるものではないかと考えられる。そして、山極・
藤後（2022）で示されている汗のイメージにおける
尊厳因子の存在は、大学生という年代の特徴を表
すものとして理解できるのではないだろうか。大学
生、すなわち青年期は自己への意識が高まる時期で
あり、相対的に自尊感情が揺れやすく、不安定にな
りやすい時期でもある（原田，2008）。そのような時
期に、自己の身体（活動）の一部である「汗（をか
く）」という現象は、自尊感情にも大きく影響するの
ではないかと考えられる。
汗の問題に関する意識と実態
汗に関するネガティブな経験　汗に関するネガティ
ブな経験について、５つの場面と２つの経験内容と
を組み合わせて検討した。その結果、経験内容ごと
の合計の「自分自身が困った経験」においては、20
代、30代の若年層は50代以上の中高年層よりも困っ
た経験、つまり多汗そのものによる日常生活上の困
難さを多く抱えているという年代による違いが明ら
かとなった。この理由の一つには、年代による発汗
量の違いが考えられる。発汗量は加齢により減少す
るため（Shibasaki，Okazaki & Inoue，2013）、発
汗量の多い若年層は日常生活上の困難さも多いとい
う理由である。ただしこの理由には、本研究の対象
が汗の問題を抱える人々である点から、汗の問題や
多汗症における「症状としての発汗量」の加齢変化
について疑問が生じる。しかしながら、それに関す
る研究は見あたらないため、汗の問題を抱える人々
においても若年層の発汗量が中高年層より多いとは
言い切れないだろう。このような、対象が汗の問題
を抱える人々である点に、多汗症の平均発症年齢が
10歳代と早い点とを併せて考えると、多汗の問題を
抱える経過が長い中高年層は、汗への対処方法を多
く習得してきているため、日常生活上の困難さが軽
減されている可能性も考えられる。そのほか、本研
究で設定した経験は、大学生を対象とした山極・藤
後（2022）を参考にしたものであったため、若年層

表４　過去の経験と現在の意識との関連
過去のネガティブな経験

自分自身が
困った経験

他者の反応で
嫌な思いを
した経験

不安・回避行動 .56** .48**
将来への不安 .29** .25**

汗の
イメージ

評価因子 .02 .14+
活動因子 .18* .01

+p<.10 , *p<.05 , **p<.01
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が経験することの多い場面に偏っていたという理由
も考えられる。今後は、中高年層が経験することの
多い場面、あるいは中高年層特有の経験についても
検討する必要があるだろう。
　もう一方の経験内容である「他者の反応で嫌な思
いをした経験」においては、男性は女性よりも嫌な
思いを多く経験しているという性別による違いが明
らかとなった。この違いについては、汗が身体的な
現象であるため、女性に対しては、他者による言及
が抑制されやすいという理由が考えられる。
　次いで、場面と経験内容との組み合わせごとに検
討したところ、性別による違いは、「衣服の汚れ」と「に
おい」の場面での「自分自身が困った経験」および、

「人に物を渡す」場面での「他者の反応で嫌な思い
をした経験」において明らかとなった。違いとして、
前者の場面では女性が男性よりも困った経験が多
く、後者では男性が女性よりも嫌な思いをした経験
の多いことが示された。前者の「衣服の汚れ」と「に
おい」場面における違いについて、その理由の一つ
には、いわゆる「身だしなみ」への意識の違いが考
えられる。つまり、女性は汗で衣服が汚れる、にお
いが付着する機会が多いというよりも、付着した汚
れやにおいを「何とかしなければならない」と思い、
困った経験が多いのではないだろうか。また後者か
ら、先の「他者の反応で嫌な思いをした経験」の合
計での性差は、「人に物を渡す」場面において顕著
であることが明らかとなった。
　一方で年代による違いは、「他者接触」と「人に
物を渡す」の場面での「自分自身が困った経験」に
おいてみられ、いずれも20代、30代の若年層が50
代以上の中高年層よりも困った経験が多かった。こ
れらから、先の「自分自身が困った経験」の合計で
の年代差は、「他者接触」と「人に物を渡す」場面
において顕著であることが明らかとなった。汗の問
題や多汗症における「過剰な汗」は、衣服や触った
物にも付着するほどの量であることから、これらの
場面には、自分の汗に他者が触れる可能性が高いと
いう共通点があげられる。

　さらに、「液晶画面操作」場面で「自分自身が困っ
た経験」における交互作用から、液晶画面操作で困っ
た経験は、20代の男性と50代以上の女性という特
定の年代と性別の人々に多いことが明らかとなった。
この理由の一つとして、これらの人々の液晶画面操
作の機会が多い可能性が考えられる。近年、液晶画
面を操作する機会は増えており、例えば、スマート
フォンやパーソナルコンピューター、ゲーム機、また、
駅の券売機や金融機関の現金自動預払機（ATM）、
スーパーマーケットやコンビニエンスストアの自動
会計機でのタッチパネルなど様々なものがある。こ
の中のスマートフォンやパーソナルコンピューター
を使用したインターネット利用時間について、年代、
性別ごとに調べた総務省の調査（2021）では、20代
の利用時間は他の年代より長いものの、性差は大き
くないことが示されている。この結果から、20代男
性が同世代の女性よりもインターネット利用におけ
る液晶画面操作の機会が多いとはいえないことがわ
かる。本研究では液晶画面に関する詳細を調べてい
ないため、20代の男性と50代以上の女性がどの液
晶画面の操作で困った経験が多いのかは明らかでは
ない。今後、汗の問題を抱える人々の理解や支援を
行うにあたっては、さらに詳細な場面を理解する必
要があるだろう。
不安・回避行動　不安・回避行動の項目別の検討
においては性別による違いがみられ、「発表会、試
合やコンクールなどに出場する」、「選抜やオーディ
ションを受ける」、「暑い場所で作業をする」では女
性が、「人に物を渡す」では男性が、それぞれ他方
の性よりも不安を強く感じ、回避行動をとる頻度が
高かった。これらから、汗の問題を抱える人々がど
のような場面で不安を感じ、回避行動をとるかは性
別によって異なることが明らかとなった。前者の「発
表会、試合やコンクール」、「選抜やオーディション」
といった場面には、多くの他者の前でパフォーマン
スを行うという共通点があげられる。このことから、
女性は他者の目を気にする傾向があること、さらに
は、多汗症によって生じることがあるとされる社交
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不安など（藤本他，2015）のリスクが高い可能性が
示唆される。一方で、後者の「人に物を渡す」場面
での違いは、先にあげた過去のネガティブな経験の
影響として理解できるのではないだろうか。つまり、
男性は過去の人に物を渡す場面において、他者の反
応で嫌な思いを多く経験しているため、現在の同様
の場面で不安を強く感じ、回避行動をとる頻度が高
くなるという影響である。
汗を理由とした将来への不安　汗を理由とした将来
への不安の合計数においては年代による違いがみら
れ、30代、40代は50代以上よりも不安が多い傾向
であった。この理由のうち、50代以上の不安が少な
い点については、本研究で設定した不安の項目に、
就職やアルバイト、結婚、子育てといった、50代以
上の多くがすでに経験しており、将来経験する可能
性の低い項目が含まれていたことがあげられる。し
かし、これらを経験していない人も多い20代と、50
代以上との間には違いがみられないため、30代、40
代の不安が多い理由としては不十分である。これら
中間の年齢層が抱える将来への不安については、今
後のより詳細な検討が必要である。
　また、項目ごとの不安がある人の比率において、
将来の「猛暑・酷暑等の気候変化」に対しては、い
ずれの年代、性別とも半数以上の人が不安を抱えて
いることが明らかとなった。近年の社会的問題の一
つである気候変化は、汗の問題を抱える人々にとっ
て、その汗の問題や日常生活上の困難さにおいて、
より深刻で大きいことが理解できる。
汗に関する過去の経験と現在の意識との関連
　汗に関する過去の経験と現在の意識との関連にお
いては、過去の「自分自身が困った経験」と「他者
の反応で嫌な思いをした経験」のいずれのネガティ
ブな経験とも、それらの経験が多い人ほど、現在に
おいて不安を強く感じて回避行動をとる頻度が高く、
将来への不安も多く抱えていることが明らかとなっ
た。これにより、山極・藤後（2022）で示唆された、
過去の汗に関するネガィティブな経験と現在の意識
との関連は、大学生特有のものではなく、広い年代

の人々にみられることが実証されたといえる。
　また、汗に関する過去のネガティブな経験と汗の
イメージとの関連については、自分自身が困った経
験が多い人ほど汗の活動的イメージが高いこと、他
者の反応で嫌な思いをした経験が多い人ほど汗の評
価イメージが高い傾向であることが明らかとなった。
前者の汗の活動的イメージとは、「湿った」、「敏感
な」、「興奮した」、「熱い」、「窮屈な」といった形容
詞で構成されるイメージである。このことから、汗
で困った経験が多い人は、汗が発生する興奮して身
体が熱くなった状態や汗で湿った感覚に対して敏感
になりやすく、汗により様々な制限が生じることでの
窮屈さを感じやすいと理解できるのではないだろう
か。後者の汗の評価的イメージとは、「安定な」、「名
誉な」、「良い」、「楽観的な」、「完全な」など汗の価
値を表す形容詞で構成されるイメージである。弱い
関連ではあるが、汗によって嫌な思いを多く経験し
ている人は、汗そのものの価値に対しては高い評価
をしていることが明らかとなった。
まとめおよび本研究の限界と今後の課題
　本研究の結果、汗の問題の意識と実態には年代や
性別による違いがみられること、換言すれば、年代
や性別によって抱える不安や、それに基づく行動は
異なることが明らかとなった。最初に述べたとおり、
多汗症の経過には心理的要因が影響するとされてお
り、この心理的要因には、本研究で取り上げたネガ
ティブな経験や、日常生活および将来に対する不安、
回避行動も含まれると推察される。汗の問題を抱え
る人々への心理的支援においては、これらの問題を
理解し、軽減するための介入が必要となるだろう。
　なお、本研究の問題点として対象者の選定方法が
あげられる。本研究では、「汗が気になってたまらな
い」の質問に対して「そう思う」と回答した者を調
査対象者とした。この質問では、汗が自他のいずれ
のものであるかを限定していなかったため、回答者
の中には、「他者の汗が気になってたまらない」者
が含まれていた可能性があげられる。つまり、本研
究で意図した、「自分自身の汗に関する問題を抱える
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人々」とは異なる対象者が混在していたという問題
である。したがって、本研究で示した汗の問題を抱
える人々の意識と実態については、この問題を考慮
して解釈すべき点が、本研究の限界である。
　本研究では、量的調査や、性別および年代による
違い、過去の経験と現在の意識との関連についての
検討を行うことにより、汗の問題を抱える人々の意
識と実態に関する一定の傾向を明らかにした。しか
しながら、その傾向の背景や問題の詳細など残され
た課題も多い。今後、汗の問題に関わる心理的要因
の理解や、汗の問題を抱える人々への支援方法を探
るためには、インタビュー調査等の質的な方法を用
いた、さらなる検討が必要であると考えられる。

付記：本研究は、メンタルヘルス岡本財団助成金を
受けて実施した。
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